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芳ばしさを追求したスモークナッツミックス

株式会社スナハラ　新工場事務所

会長名：土江　博美　　会員数 ： 443名（R3.4.1現在）
住   所： 〒699-0408   
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TEL：0852-66-0861 　FAX：0852-66-3377
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地域産業振興

食品卸売業から、自社商品製造業への転換
　株式会社スナハラは、創業以来、小規模酒店へ「おつまみ」を卸す事業
を営んでこられました。
　しかし、酒類の小売規制緩和等により取引先が年々減少する厳しい経
営環境の中、平成２４年の事業承継を機に法人化し、メーカーになること
を目指し「スモークナッツ」を開発されました。
　この取組みに当会では、経営革新計画の認定と合わせ、補助金を活用
した商品パッケージ作成、市場調査や展示会出展など販路開拓を支援し
ました。
　また、設備面でも「ものづくり補助金」を活用し、生産能力の向上や効
率化を図るため、自動包装機の導入を支援しました。その後も商品開発、
ＨＡＣＣＰ認定取得や新工場建設に対する設備導入等について、継続的に
支援しています。
　これらの取り組みによって当社の製造部門の売上高は卸の４倍とな
り、注文に応じきれない状況も出てきました。令和３年８月には工場を新
築移転し、生産能力が従来の５倍以上となり、懸案の大量注文への対応
が可能になりました。新商品開発による、さらなる成長と発展も期待さ
れ、商工会としても販路拡大等積極的に支援していきます。

玉造温泉街　新たな出店を応援！
　当会では、松江市が行う「松江市チャレンジショップ事業費補助金」を
活用し、玉造温泉街で開業を希望する事業者に対し空き店舗への出店支
援を行い、玉造温泉街の活性化や地域の商業振興に向けて取り組んで
います。
　店舗の改修、販路開拓に向けた広告宣伝、一定期間の家賃補助等が
あり、これらの活用提案を通じて、新たに出店する事業者の事業発展に
向けたお手伝いをさせていただいています。
　その一例をご紹介します。島根県内で作られる純米酒を中心に多品種
を取り揃え、観光客をメインターゲットに販売展開している小売店で、創
業での出店でした。出店以降ＳＮＳや口コミでの評判も広がり、今では県
内外の飲食店への卸売販売も増えています。
　同店は、玉造温泉観光の見所の一つとなり域外通貨獲得につながって
いるとともに、平日には地元客の来店も増加傾向にあるなど玉造温泉地
域の賑わい創出に寄与されています。
　今後も、個々の事業所の支援を行いながら、玉造温泉街の活性化につ
ながるように当会としても取り組んでいきます。

経営支援

「松江市チャレンジショップ事業費補助金」を
活用して出店された店舗外観

豊富に取り揃えられた島根県各地の純米酒！

安来市商工会

農林大臣賞受賞の賞状

純米しょうゆを手にする山本専務

会長名：藤原　敏孝　　会員数 ： 276名（R3.4.1現在）
住   所： 〒692-0404  
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URL：http://yasugi.shoko-shimane.or.jp/

地域産業振興

「お米から造った純米しょうゆ」の開発と販路開拓
  　１９２６（大正１５）年創業の(株)大正屋醤油店（安来市伯太町東母里、山

本善万社長）が開発した「お米から造った純米しょうゆ」が、アレルギーに
悩む家庭でも使える調味料として全国各地で好評です。
　一般財団法人食品産業センター（東京都）が主催する「２０２０年度優良
ふるさと食品中央コンクール」で最高賞の農林水産大臣賞を受賞。味だ
けでなく技術面でも高い評価を得ています。今回受賞された商品は、専
務である山本周作さんがUターン後に米だけで造る醤油の存在を知り、
県産業技術センターの協力を得ながら開発を行い、１０年の年月を重ね
ついに昨年商品化にこぎつけ、販売開始となりました。
　本商品は小麦アレルギーを抱える消費者が待ち望んでいたグルテン
フリーで、且つ美味しさでも一般の醤油と遜色がないものとなっていま
す。
　また、原料は一部に地元酒造会社の酒粕を使用するなど地域全体の
活性化も視野に入れた商品となっています。
　商工会としても、商品開発初期段階から国の「小規模事業者持続化補
助金」や県の「強くしなやかな食品産業づくり補助金」、安来市の補助金
等を活用し、設備の導入、及び販路開拓支援を行っています。
　また、社員の働き方や福利厚生に関する社内規程の改正等についても
社労士と共にサポートする等、幅広く企業活動の支援を行っています。

産業フェアを開催し、企業の製品・サービスをPR
　当会では、毎年１０月頃に地域内の優れた伝統工芸品や独自商品を有
する事業者が一堂に会し、その技術や製品を作る体験・実演、及び展示
販売等を通じて、自社の商品をＰＲするコラボ事業として、「やすぎであら
エッサ、広瀬・伯太産業フェア」を開催しています。
　毎年、出店数は２５事業所に上り、体験参加者も３００名程度となってお
り、来場者数６００～７００名を目標として開催しています。
　この産業フェアの開催にあたっては、毎年８月下旬から９月上旬にかけ
て各所にポスター等を配布し、９月下旬には新聞折込等により開催のPR
をしているところです。
　出店者の皆様は、この産業フェアの出店を通じ、自社の製品・サービス
をPRするとともに、来場者の皆様に楽しい時間を過ごしてもらえる恒例
のイベントとなるよう取り組みを進めています。
　この２年間は新型コロナウイルス感染のまん延により、中止を余儀なく
されていますが、収束の後は、当会の最大イベントとして今後継続させ、
事業所のPRによる売上アップや技術の伝承等に貢献していきます。

経営支援

やすぎであらエッサ産業フェアのポスター

体験コーナーでの状況
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